甲１２号証　音声翻訳書
（音声該当部分をCDに抜粋）

■ 証拠の説明
一般会員にはまったく真相情報を遮断してイカサマ議決を導いた前年総会にひきつづき、一般傍聴希望者をオフリミットして行われた平成1６年度東林間自治会の模様。（会長）木俣壽保氏と（総務部長）久保田啓二氏らのほか、自分ら取り巻きの【議決権を持たない】各部役員を多数会場させ、不正な議決を進めた「非民主的・独裁的運営、予算独断執行金銭疑惑」の実況録音ＣＤ、とその文章化翻訳記録。（２００４年４月２９日、平成１6年度東林間自治会総会（於 相模原市立東林間児童館）を某区長がMD録音したものを音楽CD音声化＝cda変換、変換作成者：大木正美／平成19年５月27日）
１．（2分18秒）

議決権のない役員が多数会場に参加して傀儡議長とのグル操作。議決が「拍手の大きさで」というきわめて不正な議事運営をされている状況を、初参加の一般区長があきれて、「民主的な常識的な採決方法」を求めた状況。多くの賛同の声が聴かれる。


２．(３分1９秒)　規約に違反する会長の三選選考疑惑。会長選考役員長自身の規約軽視姿勢など、会の規約よりごく少数の執行部役員の思うがまま自治会が私物化されている状況やりとり録音）


３．（通し ９分１０秒） 会計報告の疑義。自治会館建設業者利権・発注疑惑。議事運営の疑惑状況。
-------------------------------------------------------------------------
代議員：ではちょっと、南１１区の古木と申します。いいですか、議事のですね、２番目

のですねー、お手元の資料の９頁のですねー、上の方に、自治会館建設推進委員会の会計報告というのがあるんですが、こちらに・・・５０万円をユニバーサル設計に支払ったことなんですけど。この５０万円を支払ったのは、確か去年の８月ですか？９月ですか？僕はよく知らないんですけど。アンケートをしたのは、今年の２月なんですよ。本来ならアンケートを最初にやって、その結果によって、設計を進めるか、設計料を払うかという順番なんですよ、普通でしたら。

それが逆だから、まったく５０万円という、我々の貴重な自治会費がムダ金になっちゃったんですよ。　　　　　　　　　　　　　　

その甘さというか、そういう事はどうするんですか？　これがまず一つ。

・・・・

〔会場騒然　中略〕
（役員）：　議長は発言を拒否したり、それから、認める権限があるんですから。きちっとさばいてください・・・

議長：　はい。では・・・・

代議員：　では、最初にまず５０万円の行方を・・・説明してください・

　　　　　〔会場の声：入札じゃないいですか？
〔・・彼らが自分で決めちゃった・・・〕

　　　　　〔会場の声：入札するのが当たり前でしょ？〕〔当たり前ですよ！〕
議長：　50万円の件に関しましてはですね・・・
　　　　　〔会場の声：なぜそう言わないんですか？〕
　　　　　〔会場騒然〕　
議長：　アンケート実施前に支払ったというふうに聞いて・・・
木俣会長：　えー、アンケート実施前に支払ったと、おっしゃいますけども、えー、じつは、えー、１５年．．．．１４年か。昨年が１５年ね？そうすると１４年の１月ですか・（総務部長：15年の1月）・・１５年の１月だけど決算は、１４年のときに、すでに，もう仕事はして貰っていたわけですよ。というのは、１４年の１２月２６日に市との話合いがあった後に、さきほど、いろんな役員会を通じて、そして、年が明けて１５年のお正月から、そういう仕事が始まったわけです。調査から始めてね。で、その調査をするのに、先程来、古木さんが問題にしてますけど、あのー、いわゆる、そのー、設計ですね。ユニバーサル設計という所を、指名してお願いしたのは、市の建築課に行きまして、えー、防衛庁等に出入りしてて詳しい業者の方を２、３ご推薦いただきたいと、ということで、市の建築課に行って、ご推薦を頂いたという事で、ご推薦を頂いた中から、あー、何人かの役員で、どなたがいいだろうと、まー、足場的にも近いしというんで、相模台・・という様なこともあるし実績もあると。全国的にも、そうゆう防衛庁の仕事をしていらっしゃる。じゃ、そこへ、その会社にお願いをしようということで、そして１５年の１月下旬、２月からお願いし、折衝をして来ました。
木俣会長：　入札は、合い見積もりをさして貰いました。そして、一応それが一番信頼できるということで、お願いをして、ほで、総会があり、年度を跨いでも１円も払ってあげませんでした。ですから、払ったという話の中に、とかく疑問をお感じになる方もいらっしゃると思うけども、年度を、おととし、去年と、いわゆる跨いでいるわけですね。それを去年の８月ですかね、支払ったということです。

　ですから、私はやはり、発・・仕事をお願いした以上、いつまでも放っておくわけにいかないから、お払いを致しました。そして、その内容は、たいへん厳しい、私達、金額を、いわゆる言葉で言えば、値引きというんですかね、でお願いをしまして、安くして貰った結果でございます。そのことについては、いちいち申し上げませんが、あの、いわゆる、さきほど、会計監査があって、一応、適正と認めて頂いたので、そのおく、私がいちいち何かを言ったとすれば、それは無視することになりますので、そういうことで、ご理解いただきたいと思います。

代議員：　あの、会計監査のですねー、こちらの８頁の上に会計監査報告とありますが、この会計監査のお二方はですねー、これ自治会費使っているんですよ！　承認されてないですよねー。総会で承認されてない方達ですよ！　斉藤さんと佐藤さんという方は。われわれの自治会費なんですから。まず自治会費が二つの財布に分かれちゃっているんですか？

　　　　　　　　一緒にすればいいんですよ。分けるからいけないんですよ。これは。

　　　　　　　　〔会場の声（女性）：それは持ち越しですか？・・・〕　　〔はい？〕
　　　　　　　　〔会場の声（女性）・・・・そっちの方たちは持ち越しですか？〕

　　　　　　　　〔会場の声（女性）・・・年度をまたいで？・・・〕

代議員：　いや、今回はじめてですね。〔会場の声（女性）：ああそうですか〕
木俣会長：　議長！

議長：　はい、会長お願いします。

木俣会長：　えー、会計につきましては、昨年の総会で皆様から
〔会場の声：やってくれよ．．．〕

ご承認を得ているから、執行者として出来たんだと申し上げます。宜しくどうぞ。

　　　　　　　　〔会場の声：・・・・・・・は総会を通っていますよ〕

　　　　　　　　〔会場の声：議事進行！〕

　　　　　　　　

議長：　はい、どうぞ。

議長：　あの、区とお名前をどうぞ。

代議員：　南８区の内藤と申します。いま会長から、いろいろ言われましたけど、結果から言えば、いま凍結状態ですよね。・・・・これは完全に見通しが甘くて、途中で頓挫したと言っても、もう支払いは済んでいるわけですよね。これは全てムダガネ？ですよね？　それだけちょっと言っておきます　。

代議員：　返して貰いたいですね。返して下さいよ！

議長：　はい、ここらへんで、あのー．．．

代議員：　いや、私の二つ目の質問。規約の１号が・・・会長のやっていることと、宜しくないということ。二番目の質問に未だ答えてないですよ！　いかがわしいビジネスは規約のあちこちに違反している、なおかつ、この建設問題になぜ反対するかという、理由の一つです。・・・
議長：　その件は．．．会長の件はですねー別個になるかと思うんですが・・・

　　　　　　　　　〔会場の声：いや、そんな事ないと思いますよ〕

代議員： いいですか？西２６区の今度新区長になります大久保と申します。いま、ちょっと度忘れしたんですけど、言われた事は非常に大切なこととおもうんです。あのー各区長さん、あの何ちゅうんでですか、みんな子供達のために、それから住宅の為を、それから、日々の、あのー、そうゆうコミュニティーのために、こういった話合いに来てて、実際、議事進行のために、こういった、ビジネス的に、じつはもうちゃんと、もう全て揃っているというのも、判るんですけど、建前上よく判るんですけど、ただ１区長さんとして内情を知りたいと言っているのに、初めから反対するというのは、もう初めから押し通そうとするようにしか見えないんですが・・・ちゃんと、その辺・・・今日はじめて来たんですが、

まったく以て中身・・勝手にお金を使っているようにしか聞こえないんで、その辺をはっきりして欲しいと思います。宜しくお願いします。
（拍手）
議長：　そうゆう要望が出ておりますけど・・・、先程の、いってみれば会長自身の、以前こういった事業をやっていたという点については、私としてはですねー．．．

代議員：　古木だって、そちらの役員の方はみんな知っていますよ。　

　　　　　　　〔会場の声（女）：会長さんというのは．．．．、北６区の山本です。

　　　　　　　　会長さんというのは、公人ですから．．．　　　〕

議長：　今やっている事じゃないですよ。以前やったと言ってましたから．．．

　　　　　　

　　　　　　　　〔会場内騒然。〕

　　　　　　　

　　　　　　　　

女性：　・・・手を上げてますけどー・・・すいませーん。議長-。


〔会場の声：質問ありますよ！議長！〕


〔会場の声：議長、質問ありますよ！〕


　〔会場の声：議長、上向いて！　笑い声。目が覚めた？〕


（議長）：　　・・・はい、聞きませんよ！ただあくまでももう・・選考でこれいつまでやっても同じような意見かと思われますので・・・


　　　　　　　　〔会場の声：それは議長、横暴！〕


　　　　　　　　騒然〔会場の声：議長おかしい〕


（議長）：　はい、どうぞ。


女性：　　・・・全然この内容が・・・


（議長）：　あの、地区とお名前お願いします。


女性：　　東11区クロダです。自分の地区区が東何区かもわからないのですが・・


　　　　　　いま先ほどからずっと聞かせていただいているんですが・・　　





　　議長さんが決を取る時に、拍手でとりますが、私が見ている限り・・・


大体、大きな拍手で・・・(会場笑い)・・・


多数決を取っているようなんですが、挙手か起立、・・・・


　　　　　　　　　　　　　　〔会場の声：そう！〕〔その通り！〕〔その通り！〕


・・・で取るべきじゃないでしょうか？


　　　　　　　　　　　　〔会場の声：そうそう〕


　　　　　　　　　　　　〔会場の声：そうすると、委任状の問題になるよ〕


・・・・・そういう面ではね、・・・けども、多数決の取り方が、議長さん勘違いされているんじゃないかな、て思っています。


　　　　　　　　　　　　〔会場の声：その通り〕〔拍手〕


（司会？）私が悪い様ですみません。　　〔会場の声：・・・・・変えたら？〕


（議長）：　今回のに限りましては拍手ということで・・・、


次回の総会におきましてどのようにするかを規約のー・・・


　　　　　　　　〔会場の声：どこに書いてある〕〔ダメだって！　そんなことは〕


（議長）：　区長会および役員会で決めさせて頂きたいと思います。


　　　　　　　　〔会場の声：議長横暴だよ、そんなのは〕


　　　　　　　　　〔会場の声：総会しか決められないの？〕


（議長）：　話し合いをしてゆくということで・・・


　　　〔会場の声：え？〕〔なにを言っ？・・・〕〔会場の声：そんなことないよ・・・〕


（議長）：　定例議会の総会にかけるという・・予算の・・・


　　　〔会場の声：それは関係ないんだよ〕


　　　〔会場の声：１年経っちゃうよ、そんな事したら〕


〔会場の声：総会で決めるようなことじゃないんだから・・・〕　


〔会場騒然〕〔会場の声：総会で話すようなことでもないんだよ〕


　　　〔会場の声：自分でそれでいいと言えば済むんじゃん！〕


　〔会場の声：ねえ〕〔議長はおかしいんだよ。〕〔会場騒然〕











（会長選考役員）宇賀地：　おほね折りをねがってきた木俣さんに、もう１期、汗をかいて頂くことが宜しいんじゃないかと、いう風に、会の全員が一致したことでございますので、ご推薦申し上げ、ここにご提案するということでございます。以上でございます。（拍手）


（宇賀地）：　どうぞ、規約違反とおっしゃいましたが、どうぞ。


代議員：　　１２条にですね、最大で４年と書いてあるですけど：・・


（宇賀地）：　ええ、ございますねえ。


代議員：　　じゃ、それ知ってて・・なぜ


（宇賀地）：　ええ、知ってて、といいますよりは、再選は、原則として２期４年．．．


代議員：　　その原則というのは．．


（宇賀地）：　いやいや、ちょっとお待ちください。最後まで話聞くんです！ね。ほいでね．もしね、２期４年で辞めるんであれば、原則としてという言葉は、文言は要らない。ね、再選は２期４年とする、これでいいんですよ。ところがね、これは原則としてというモノを入れた経緯が何かあるんじゃないかと思うんですね。あの、いろいろ、その人でなければできない事もあるでしょうし、それから止むを得ざることで再選を狙う、あの願う場合もあるかも知れない。ただね、私、個人的に考えますにはね、いろいろ此の会長の選任に関して・・・


　〔会場の声：反対に解釈してんだよ〕


私見を申し上げます。あのー、これでね、会長の選任なんてのは、他にも例えば、立候補してね、手を挙げて、皆で選挙すると、いう様な方法もあるでしょうし、国会議員、市会議員、県会議員の、いろんな方法もあると思うんです。ただいま現在この規約で、この様に決まっておりますから、これに則って選任するのが、当面は妥当であろうと。もしね、別のやりかたで行くんだと、いう事であれば、今年度の役員さん、是非ね、こうゆう自治会の改革というな意味合いも含めてね、ご検討ねがって、規約を変えて行ったら、いいんです。規約に縛られるってのはね、私あんまり好きじゃない。　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　〔会場騒然〕


　











（宇賀地）：　いやいや、ちょっと待って下さい。人の話を、きちっと聞いてからにして下さい。ま、以上でございます。


代議員：　ちょっと質問します。西５区の岩本です。解釈の仕方なんですが、原則と


して２期４年、以上できるというのじゃなくて、出来ても２期４年までとすると、こうゆう風な解釈じゃないかと思うんですが。


（宇賀地）：　いや、そのね、解釈はね、あのー、そうゆう解釈を、まー、妥当であるかどうかね、それも私は、こういう風に書いてありますから。ただね、あのー前例もあります、ね、前例もありますし・・


代議員：　前例は法人でない時ですよ。前例は法人になってない時です。


（宇賀地）：　ですから、ね、私はね、規約というのは大事です、組織を運営するのに。


　　　　　やっぱりルールがないと進みませんから・・


　　　　　　　　　　　　〔会場騒然〕


（宇賀地）：　ただ、それのね、運用についてはね、その時の判断で、されても私はよろしいかと、いう風に考えております。そういう風に当委員会は判断いたしました。以上であります。　　　　　　　〔議決資格なし役員：意義なし〕


代議員：　じゃ規約なんか、無いほうがいいや。


〔会場騒然：なんで？〕〔拍手、・・・〕





代議員：　ハイ！　よろしいですか？


（宇賀地）：　あとね、議長さん！議長さん！　　〔笑い〕　　


代議員：　議長！、議長、寝てないで！


（宇賀地）：　議長！いろんな人のご意見を聞いてください。・・・・


　　　　　　


〔中略、（１）につづく・・・〕
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